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やぶにらみ九州論11

知恵を売る屋台村ができないか

自立しながら相互にささえあい、協同することの好さが出せる組織は

(1. r会社Jは社会の反対である〉

「会社という字は社会という字をひっくり返す=上

下をさかきまにして表すj ということに気がついた

のは、 1989年頃のことである。

たしか異業種交流会の席だったように思うが、親

しいという関係ではない知人だったが、「ファイナン

スやれば、損は絶対せず、必ず儲かるというのに、そ

れをしない経営者というのは会社に対する犯罪者だj

というような言葉を、いくらか興奮した口調で私に

話しかけてきたことがある。おそらくその時の彼は、

いくらか親しみをこめて、自分の仕事に誇りをもち

ながら、現下の経済の状況について私に言語りたかっ

たのだと思う o しかし私は、呆気にとられて言葉の

つぎ穏を失い、会話がうまくつながらなかった。こ

んなことを本気で思っている人がいることさえも、私

にとっては信じがたかったo 彼の説明は証券会社が

「絶対損はさせませんj と言っているし、儲かる以外

のことは考えられないということであったo したが

って、手持ちの資金や新たな借入金をつくってでも、

ファイナンスで稼ぐべきで、コストがかからなくて

リスクの全くない仕事をすることで、自分も大きい

稼ぎに参加しているということを話したがっていた。

私は丁度その頃、ある県のリゾート計画をやって

いて、孤立に追い込まれつつあった。

民間のデベロッパーやゼネコンなどの事業参加者

は、「ゴルフ場やリゾー}ホテル、マンションなどを

入れよj というのだが、私は「こんな離島にそんな

大規模なものをつくってどうするのですか。あなた

は自分で来る心算になれますかJといって地域資源

活用型の地道な計画にもっていこうとしていた。そ

れに対 Lて役所の人たち(町の人たちは別で、主に

県や国の人たちだった)も合めて、「どこの計商iでも、

もっと大きい絵を描いている L、会社で説明すると

き投資額が小さすぎて格好がつかないj といって責

めていたのである。社会の中で自分がどう思うかと

いうことぬきに、会社が全ての価値判断平方針決定

の基準となっている o

そんな特にファイナンスの話を開いて、“結局、会

社は社会の反対なんだな"と思った。

資金運用というものには、もともと会員勝ちはあ

りえない。株が一方的に上昇しつづけるという前提

条件(本来ありえないこと)がくずれたら、各方面

に後遺症を残している L、リゾート計画についても、

あわてて土地売買をしたところでは、地元とデイペ

ロツパーの双方に問題を残している。

( 2 .皆が社会の中で働くよう者仕事は?)

九州には「ウエストj というロードサイドの飲食

庖がある o 私がはじめて見たのが15年ぐらい前のこ

とだったと思うから、ずい分古くからあるのだと思う。

この庖の特徴は、 1ヶ所に多くの種類の飲食庖舗(た

とえばうどん、そば、ラーメン、すし、定食屋、コー

ヒーなど)を出庖し、駐車場などを共用しながら経

営していることである o つまり個別庖舗は「ウエス

トj にテナントとして出府した自立経営者である。



もうひとつ直方市に「びっくり市・明治屋産業Jと

いう大規模席がある。この府の成立過程は極めて風

変わりである o

そのプロセスを追って書いてみると、①もともと

明治展産業は単なる食肉問屋であったが、②近隣の

人たちから分け売りをしてくれといわれて、少し分

売Lていた。③ところがその要求がだんだん拡がっ

て客がふえてしまったので、仕方なく土曜だけ小売

りをするようになった。④ところがそれでは追いつ

かず、土・日営業になり、その集客力を見込んで八

百屋、魚屋、加工食品、雑貨屋などが敷地内に道路

ばたの青空庖舗のような型で立地しだした(これは

明治屋産業という食肉問屋の了解のもとに出庖して

いるのであるが、テナント料は取っていないという

ことであった)。⑤さらに発展して駐車場を整備し、

子供のための観覧車、メリーゴーランド、遊間地用

モノレールなどの遊び場までできた。⑥今では金・土・

日の3日営業になり、数百席のラーメン食堂から酒の

デイスカウント庖、生鮮3品の庖、大型雑貨店まであ

る巨大ショッピングセンターとなっている。

この「びっくり市Jの発展の原動力は、常にそれ

ぞれの個庖が全体のシステムを活用しながら自己責

宇ッ件ワ-7

4 ，事

33き
安旬、..，的9R.(4' 8 

平成元

東証の平均株価 (r，経済指標のかんどころjより)

?ij抑 1明 8瑚

1空fi

" 
位

" 

プ
ラ
ザ
合

S
A同
信
号
。

nnavtt一
叩

昭和田

叩

同

~醐

"醐

勉 醐

却 醐

'明

3 

豆腐もあります ピッヲリ市に入って

任で運営されていたことにあると考えられる。驚く

ことに、この庖群の中にバス停までできている o 駐

車場の面積もすごく広い (l ，OOO~Z ，OOO 台はあるよ

うに見えた)。

( 3 .自己とは何か 「免疫の意昧論jを読む〉

突如話が変わるようで恐縮だが、「免疫の意味論J
という本の話を書きたい。

冒頭に出てくる象徴的な話を紹介する。受精後3~

4日のニワトリとウズラの卵のlIfの神経管の一部を入

れ替えてしまう実験がある。この神経管からlIf神経

系、脊髄、運動神経、網膜などが出来てくる。さら

に腕神経叢に相当する部分などをも入れ替えると、ウ

ズラの神経管を持ち黒い羽根の生えたニワトリがで

きる。いわゆるキメラである。このキメラは肢がウ

ズラであるので、ウズラの命令に従うかというと、そ

うではない。

この「ニワトリは羽根を動かし摂食L、正常に成

長するが生後3週間から 2カ月もすると、まず羽根が

麻棒してぶらさがり、歩行も摂食もできなくなる。や

がて全身の麻棒が進行し、衰弱して死向。ニワトリ
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ラ メンを食べてひと休み(ピッウリ市)

の免疫系が、ウズラ由来の神経細胞を“非自己"の

異物として認め、拒絶するからである。jという言葉

にショックを受けた。免疫系というものが自分の生

命をかけて異物を拒絶している。このことは脳にだ

け命令権があるのではなく、身体の各部分にも自主

的判断力を備えているということを示している。

この話を前述のショッピングセンターになぞらえ

ると、庖錦群にとっても、実態に合わない命令系で

は個別の庖舗の活動がうまくいかなくなり、全身が

麻捧してしまうかも Lれない。

たしかに最近、全国展開をしているレギュラーチ

ェーンの大型庖でも、全体としての営業効率が悪く、

閉庖を余儀なくされている例が多い。

これからは、自己の主体性を相互に認め合うよう

な社会システムの時代なのかもしれないo

(4.多様な人たちが参加できる

“知恵の屋台村づくり")

高齢社会というと、「面倒みなければならない高齢

者が多くて困る社会j というように、短絡して受け

とられてしまいがちだが、それ以前にもっと大きい

4 

日中でも遊べます(ピッヲリ市)

問題がある。

最近私の周辺で、 50才になったばかりで退職して

しまう人が多くなっている。退職金を割増で受けと

るので、将来は「悠々自適jでやっていけるのかも

しれないが、「悠々自適jできるぐらい金を払うとい

うことは、その人がそれにふさわ Lい能力をもち、仕

事をしてきたということでもある。また、本当に働

く必要があり、能力を持っている人もいると考えら

れる o これらの人たちの能力は、もともと社会全体

で育ててきたもので、会社というひとつの組織にと

って使えないからといって放置されて Lまうという

ことは簡単には納得がいかないo

ところが現代の日本の社会システムでは、会社な

どの組織に属さないと自分の能力を売ることができ

ないようになっている。

ここで問題になるのは、“知的サーピス"という商

品は、能力をもっ個人が、社会の中で直接売ること

ができなくて、会社というようなある意味では反社

会的な組織のラベルをつけることによって商品化で

きるということである o Lたがって、このようなプ
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ロセスからよtじるサーピス提供の価格は、知的サー

ビスの品質ではなく、組織(会社なと)の大小や知

名度というブランドで決まることになる o

しかしこれもまたやむをえない意味をT守っている。

品質の極めてわかりにくい、サービスという商品の

購入者は、品質保証をどこかに求めなければならな

いからである O

そこでひとつ私の提案というか妄惣というかを述

べたい。それが“知恵の屋台村"である。街にある

屋台村は、①あくまで個応が自己責任で経営し、②

他の庖舗と競い合うことによって一層集客力を高め、

③駐車場やテープルなどを共有 Lて経費削減につと

めている。問題は、ある個庖が食中毒などを出すと、

全応舗に悪影響を及ぼすことである。そういうこと

さえなければ、庖を持ちやすいし、経営の基盤があ

るので営業を軌道にのせやすい。

これと同じようなことが、知的サービス分野でも

考えられないだろうか。 50才で役所を退職した設計

の能力のある人、 40才で自立したくなった入、 70才

になっているがまだ人の役に立ちたい人など、多く

の人の拠点になるような“知的サーピスの屋台村株

式会社"ができないだろうか。

生活のためには生活協同組合があるが、ここで考

えているのは知的サービス協同組合である。組織形

態は株式会社にしておく方が簡単かも Lれないo 組

合よりフットワークがいいように思う。

多くの人たちが、仕事を楽 Lみながら生きていく

ことができれば、社会的教育投資が生きることにな

るし、若い人たちの税金を高くすることもさけられ

ると思う o

圏ところで、私たちの事務所を、全所員と相談しな

がら“地域づくりの屋台村"として名乗りをあげる

宇ッ件ワ ? 

ことにしました(下記)0 それを会社案内にも載せよ

うと思っています。どこまで実体がともなうように

なるかわかりませんが、とにかくやってみようと思

って い ま す 。 ( 糸 乗 貞 喜)

私たちは“地域づくりの屋台村"をめざします ! 

“屋台材"の特慣は、「多様な広が思い思いの特離を捕かして

届を出し、それぞれの庖がまとまって村をつくるこ Eによっ

て、お客樟により一層のサーピスを提供するjことです。

“屋台村"は、近代合理主義を超主た、ひとつの新しいネット

ワークシステムのように思います。今まで、企業は一元的管理

によるツリー(木)型の体系で、幹があって枝分かれして、ピ

ラミッド型の命令系統で業務が行われるように考えられてい

ましたが、私どもは個性が生かされやすいラティス(措子)型

のイ本系、もしくはアメーパ盟のンステムとしての“屋台村"を

目標としたいと考えます。

このシステムは、個庖の内部でも、村としてでも、分業が行

われますが、個庖が自立性を持つことによって、単なる上意下

達型の組織ではなく、各人の工夫があらゆる段階に出しゃナく

なり、全体として顧客本依のサーピスシステムにしやすくなる

と考えます。また、お客様のニードに対応した業種の調整、個

陪の新業種へのチャレンジなどが行いやすくなっています。

それは全体として顧客を維持していくことにもつながります。

私たちの事務所は"地域づくりのための知的サーピス業の屋

台村"をめざします。私たち所員は、自分の個庖をこの事務所

内にもつように努力します。もちろん、力のないうちは「仕込

手伝いjだったり、「フロアサーピスjだったり、「レジ係jだ

ったり、「帳簿悼jだったりしますが、その中でも自分の腕をみ

がき、プロとしての商いを行うように静めます。

閥九州地対計画研究所

J.おじゃ
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“花より酒・自慢話より鰻頭"でおしゃべり交流に熱中

第3回 よかネットパーティ | 

今年もにぎやかに“よかネットパ)テイ"を聞かせていただきくことができました。“人と人との出会

いの場"になればと思って続けているのですが、今年の状況からみると、もう私どもの事務所で行うのは

限界にきているかなと思いました。会場が狭いのです。ところが、今年は昨年よりはるかに多く、北は北

海道から南は沖縄まで、珍しいものを送っていただきました。何の予告もなく当日の朝に「ドンjと届い

て慌てたりしました。

現実的にみると、私どもの小さい事務所で主催する限界を超えつつあるように思えるのに、いよいよ多

くの方々の心づけが集まってくるようになって戸惑っています。

参加していただいた方にはわかっていただけると思いますが、参加者は入ってくるなり、飲んで食べて

をLながら、 Lゃべくり交流に熱中してしまって、事務所がワーンといった騒音の巷と化しており、物産

の紹介をしようとしても、全く聞いてもらえませんでした。これも狭い事務所のせいかなと思っています。

来年は何か方法を考えねばと思います。よいアイディアがあればお教えください。

〈皆様のおかげですーーたくさんの特産品〉

今回の特産品 93品のうち、所員でとりょせたもの

は21品だけで、あとは送っていただいたもの、推薦

していただいたもの、当日お持ちいただいたもので

す。「パーテイには参加できないが、これを是非皆さ

んでどうぞ。Jとご自慢の品を送っていただいた方も

あり、本当にうれしく思っています。当日もたくさ

んの方々がおも Lろい品や楽しい品をお持ちくださ

って、パーテイはいっそうにぎやかになりました。

会場で人気投票を行ったところ、なかなかの成績

だったのが、地鶏のくんせい、重量まんじゅう、壱岐

の豆腐などでした o 当事務所の手作り爆製にも丸印

をつけていただいていましたが、これは、ご祝儀と

いうところで Lょうか。

次回もおいしいものはもちろんですが、楽しい話

があるもの、ちょっと変わった物など、皆様のご協

力をお願い Lます。(富重慶子)

〈“うまいもの"自慢大会〉

3回目を迎えた今年のパーティでは、当日、何人か

の人に自慢してもらうようにパーティの半ばに時間

をとり、事前にお願いしていた人にうまいもの自慢

をしていただいたのですが、ほとんどの人は「話よ

り因子j、「自慢より鰻頭j、「前の人の話より隣の人

の話Jというようにまともに聴いていた人は少ない

状況でした。結婚式の披露宴で宴たけなわになって

挨拶するのに似た状態でありました。この種のパー

ティ1:はこのようなものなのかも知れませんが、し

ゃべる方は大声を張り上げていく Lかまいようです。

「手前みそj にはなりますが、自慢話の中で「私の

自家製の爆製は御利益のある爆製で、なぜなら隣の

天神様の境内で作らせてもらったものだから、食べ

ると御利主主ありますよ。Jといった途端に、私の前に

立っていた人たちはぞろぞろとこの天神爆製を食べ

るため移動しはじめたではありませんか。やはり神
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にぎやかにおしゃべり交流中

がかりは強いようです。

あと反省点としては、ホスト・ホステス役である

所員一向、事前に特産品を食べていなかったため、来

られた方に「これは美味 Lいですよ。これは変わっ

た味ですよ。j といったように案内できなかったこと

が悔やまれます。次回からは、 Lっかりつまみ食い

を し ておこう。(山田 龍雄)

〈パ ティ会場でイン51ビューしてみました〉

受付にいましたので、いろんな方がコップ片手に

やって来られて、雑談混じりに今年のパーティーの

感想を話してくださいました。

いろいろお聞かせ頂いた意見のうち印象に残った

ものをいくつか拾ってみました。

「去年は男しかおらずみんな殺伐と酒を欽んでいた

けど、今年は意外に若い女性が多くて(何歳位の人

を指しているのかがわからない)華やいだ雰囲気だ

ったJというのは 2年連続参加の女性からの感想。

確かにこのパーティー、女性が表に立ってコメント

する機会がなくて、どちらかというと中年男性が主

役の「男っぽいj雰囲気。来年あたり女性が主役に

宇ッ件ワ-7

恒例となった“博多にわか"

なるコーナーなど募ってみてもいいかもしれません。

「今日はじめて知りました。行きつけの底の女将さ

んから呼び出されてついて来たのです。おもしろい

人が多かった。ええ、もちろん来年も参加 Lます。j

というのは、真っ赤な顔でお帰りになった同じ天神

1丁目にある会社の課長さん。

人が人を呼んで、知らない人と知り合う…・・・パー

ティーの理想型をみたような気がLます。

「名刺を壁に貼るのはいいけど、よく見ると同じ人

の名刺が5種類もあったり、変わった名刺をお持ちの

方がいたり Lて、何ですか、あれはワ jという意見

もありました。

誰が参加しているのか当日リアルタイムでわかる

ようにと今年から掲示 Lたのですが、評判は良かっ

たようです。

その他にも、パーティーの場で親しくなった方々

が「来年この場で逢うまで」と再会を期 Lて握手で

別れるような場面や、気に入った特産品を自分でも

欲しくなった方が、持ち込んだ人にお庖の紹介をせ

がむ場面などがみられ、過去2回のパーティーとは少
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〈写真左〉

上・爆製材料

下手作り爆製箱

〈写真右〉

①目ざる豆腐

②:馴れ寿し

③:柿の葉寿し

④:塩ゆでピナッツ

L違って、お客さん同士の勝手な交流がみられるよ

うになり、うれしく思いました。(尾崎 正利)

(続・博多にわか体験記〉

昨年に引き続きやる博多にわかに参加することに

なりました。去年やっているだけに今年はさらに気

の利いたものをと意気込んでネタを考えてはみたも

のの、 2年目のジンクスというか、ただの駄酒落では

すまされないというプレッシャーもあり、数はあま

りなかったのですが、時事問題(断水、オウム真理

教、都市博 青島新都知事、日米貿易摩擦等々)を

中心に披露させていただきました。

しかL、持事問題だけにパーティー当日までに情

勢が変わってしまう可能性もあったわけです。

開く側からすれば、短くて軽いタッチのものが聞

き易く、素直に笑えるようです。逆に長くて小難し

いものは、聞いている途中でオチが見えたり、はじ

めの方で聞いたオチの伏線になる部分を忘れてしま

ったりとあまり受けはよくないようで(特におj酉が

B 

凹った方には)、単にやっている方の自己満足で終わ

るということにもなりかねません。

人前に立つのはやはり緊張するもので、途中で何

をいうのか忘れてしまってはいけないと白い扇子の

裏には、あんちょこをつくり出番を待ちました。

極度の近視十乱視である私は、眼鏡を外してにわ

かのお而をかぶるとみなさんお顔もほとんどみえな

くなり緊張感も和らいできたのですが、ついでに扇

子に書いていたカンニングペーパーも、全く見えな

くってしまいま Lた。

にわか師の方に、合間には茶々を入れていただき

ながら、何とか無事に終わり、皆様からはねぎらい

のお言葉やアド川イスをいただきました。

来年は、ものめずらしかったにわかも飽きられて

Lまうのでしょうか。中止されるのではなく、注視

Lていただけるようにと思っている次第です。

(金川薫)



宇ッムワーク9 

よかネット E パティ特産品一覧

子

則

一

つ

よ

ノ

い

ベ

し

り

根

一

ベ

卒

ず

し

つ

ツ

漬

大

ー

ん

塩

煮

血

す

製

み

き

ナ

袖

(

し

ら

せ

か

露

和

薫

ち

焼

一

欝

華

十

か

物

名

み

い

げ

甘

っ

、

み

は

火

ピ

う

の

肝

穂

お

潰

品

す

あ

の

品

酢

り

さ

り

ん

炭

で

よ

お

製

、

、

製

製

耀

附

植

醐

仕

齢

制

中

川

忠

一

一

脚

閥

的

一

瞬

時

時

[

出

羽

田

担

叫

但

唱

曲

叫

岨

組

問

引

岨

岨

印

刷

一

ま

場

付

さ

市

制

縮

制

剤

碕

閥

肝

酔

醐

鳩

鮪

轍

一

倍

鯛

欄

欄

欄

欄

欄

欄

間

間

間

個

間

購

繭

醐

醐

閥

一

)

げ

し

き

一

こ

ジ

煮

腐

あ

こ

ど

一

l
ぼ

ン

潰

い

豆

き

ら

一

ろ

も

ん

一

ま

き

レ

床

製

た

蓋

た

か

レ

も

ん

こ

ご

一

括

M

4
イ

凶

輔

札

何

侃

飴

同

比

行

日

制

札

尚

一

曜

時

計

判

附

醜

札

醐

醐

齢

削

問

調

抑

制

日

軒

耐

醐

一

[

回

目

m
a
n
n
国

羽

田

羽

田

四

回

目

泣

回

世

話

一

山

一

湾

野

篠

島

州

来

一

津

津

虫

後

下

和

九

留

一

削
4
1
M

大

宮

羽

1

1

4

宇

北

公

一

倍

赫

醐

珊

瑚

珊

珊

瑚

脚

購

購

組

踊

蹴

網

棚

欄

キ

ノ

一

欄

め

ン

一

梅

す

イ

甘

一

ー

の

び

う

デ

豆

か

こ

一

5

一

う

え

ゆ

風

豆

一

納

司

キ

つ

ぽ

i

M
M

リ

ぼ

司

じ

松

納

サ

し

甘

寿

一

天

ぷ

こ

ま

一

面

ゼ

ご

寿

布

司

ん

;

事

ル

ぼ

の

葉

ケ

コ

の

ぼ

か

一

線

幡

悼

蜘

醐

備

蹴

軒

措

刺

齢

期

伽

糊

内

ゆ

同

師

1

1

2

3

4

6

6

7

8

8

0

1

2

3

4

5

6

7

 

[産地]

長崎・厳原

長崎厳原

熊本南関

熊本田矢部

熊本・矢部

鹿児島

宮晴

宮崎・椎葉

宮崎者峨

鹿児書

沖縄那覇

第3回

よかネット・パーティ酒、焼酎覧

[品名産地]

曲酒近つ飛鳥 大叛羽車野

田沼ザ宝塚 見車・神戸

田沼まぼろし 広島

田酒深山 広島

70大時醸福低匡 福凋

71生酒対曲 福岡・三瀦

72純$$嘩鎚亀の尾 福岡・宗像

73赤米沼取冒台卑5伽乎福岡瀬高

74白レ唱み五郎 福岡田犀111
75七福神白酒 福岡久留米

76酒似花(あえか} 福岡宇美

77原酒白晶 福岡田前原

78酒富貴乃曹 福岡

79大時醸窓乃梅 佐賀

80哀楽太閤 佐賀唐津

[産地}

長崎・対局

大分

鹿児島

鹿児島，鹿屋

f輔自宮古

f将軍・寓古

[ 品 名

80酒白嶺

81酒西¢関

82酒芋原酒

田焼酎魔王

84 11 照葉樹ホ

85 11 桜島

86 11 勇郷中

87 11 さつま大海

88抱盛

国泡盛古酒琉球王朝

90純米時醸上善如水

91ウイスキークレスト

92プランデ xoデラックス

93プランデーカミェ

第3回

[産地]

北海道

青森・弘前

秋田

宮城

新潟

王城
千葉・白井

東京・青梅

" 
岐車

霊知・名古屋

京都・近江

{ 品名 1
52ビールクラシック

53本醸造津軽だより

印刷附醸造名画百齢

日秋田鰍酉燭漫、高清水

田酒ーの蔵超辛口

57酒八海山

田ライスワイン来

田梨のプランデー しろい

回大時醸

61時瞬酉

田さわのい昔

63にごり酒三千盛

剖時醸酒名古屋城本丸綱殿

町貴醸酒湖東富貴
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f地域社会と教育」をテ マに研究発表 i 

l 地方シンクタンクブオ)ラム i 

総合研究開発機構 (NIRA)の助成により、昨年度

地方シンクタンク協議会の研究機関によって行われ

た研究の発表会が、 5月26日(金)、大阪にて行われ

ました。

今回は、「地域社会と教育jを研究テーマに全国28

機関からの研究報告が行われ、このうちの「教育を

核と Lた地域の活性化策jという課題に基づき、当

事務所でも助成を受け、山辺が研究報告を行いま L

た。

当所が行った研究は、佐賀地域における地域の交

流・学習の拠点をめざして、アジア文化交流センター

を設置することを提案したものです。以下に、研究

報告の概要をまとめました。

圏「一地域の交流・学習の拠点ーアジア文化交流セン

;zー僑想」

・鎖国時代、長崎から入ってくる西洋の文化・科学

技術は、佐賀地域を通り全国へ広がっており、佐

賀地域では、アームストロング砲等をはじめとし

た新しい試みが行われてきた。

近年、佐賀地域の住みやすさ、自然環境等の良さ、

といった口コミ情報により、アジア地域からの留

学生が急増しているが、受け入れる地元では、県

や市の国際交流協会、市民による間際交流ボラン

ティア団体などがバラバラに活動をしているとい

う状況にあり、この活動、情報を一元化して提供

するシステムが求められている o また、アジアへ

進出する企業は、的確な地域情報を求めている。

10 

そこで、現在の留学生、またかつて留学していて

自国に戻った入、現役の研究者、退官した研究者

たちが持っている情報、交流支援活動団体の情報、

これらの人的ネットワークをシステム化し、適切

な情報の提供、相談サーピスを行うセンターの提

案を行った。

このほか、人口増加が期待できない地域にとって、

定住人口ではない交流入口の促進のため、大学と地

域の交流活発化を提言したもの、町に立地する教育

機関を活用して生涯学習による町おこ Lを行ってい

る町の事例研究など、“交流"“生涯学習"をキーワー

ドとした研究報告が多かったように感じました。こ

れら研究成果の報告を受けて、 NIRAの永悶尚久理事

から、 fこれからのシンクタンクの生き方として、地

域の役に立つ即効性を持った地域づくりを提示する

ことが重要であり、そのためには、地域をよく知り、

行政担当者からの情報をうまく引き出していくこと

が必要であるjというコメントがあり、フォーラム

が終了しました。(歌丸 屋子)
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翻フォ ラム終了後は、シンヲタンク若手交流会

全聞から参加した各機関の研究員の中には、この

まま解散するのはもったいない、もっと交流を Lょ

うという声(口実?)もあり、東北、関東、関西、九

州の各機関の若手、元若手 20人あまりが堂島界隈の

居酒屋に集い、喧々嵩々、わいわいガヤガヤと 2時間

を過ごした。その後、 2次会にも繰り出 L、各地の生

の情報、苦労話など、本当の意味での交流ができた

と思う。めったに顔を合わせることの無い人でも、同

じ仕事を Lている仲間という意識が強く、こういう

交流のための機会がもっとあればと感じた次第であ

る。(山辺真一)

まちのドク空ーになることが再開発の仕事 i 

再開発事業恭礎講座~

(社会の仕級みを勉強に〉

5月22日(月)から 26B (土)までの 5日間、再

開発事業基礎講康((社)再開発コーデイネーター協

会主催)なるものを受けに東京へ行った。

以前からそういうものがあるという話は聞いてい

て、必要があればいつか行くことになるかもとは思

っていたが、いざ具体的に勧められると、思わずし

り込みしてなかなか踏み切れなかった。

コンサルタントらしからぬかも知れないが、そも

そも「開発jという言葉にあまりいいイメージを持

つてない (1能力開発」のようなソフト的な意味もあ

るが、私の中では「開発ニ乱開発jに近い)ため、「再

開発jという言葉に今ひとつなじめない部分がある。

それがしり込みのひとつの要因でもあったが、再開

発をやらなきゃいかんから講座を受けるのでなくて

宇ッ件ワ ク/きんきょう

も、社会の仕組みの勉強をするというのならいいだ

ろう、と自分を納得させた。それに、今なら何とか

週間くらいは空けられそうだったし、行けるうち

に行っておこうと、おそるおそる申し込んだ。

〈人間の欲望についても学んでおこう〉

講座では受講者は65名で、名簿を見ると下は24歳

から上は 57歳までおり、行く前は自分だけ若いので

はないか(ちなみに 27歳)と思っていたが、 20代も

20名程いて安心 Lた。

講義の話をひととおりすると、とてもここに収ま

る最ではないので、良く分かった話と面白かったと

ころだけ報告させていただく。

再開発法は土地区商義理事業の考えをそのまま

建物に持ち込んだようなもの。立体的な区画整理

である。

再開発はピルを建てることによって床面積が増

える「増床Jが基本だったが、過去に行った再開

発の再開発や、阪神大震災で倒壊した建物の問題

などでは「増床jできないところがあり、新しい

やり方が必要となっている。

プランナーとコーデイネーターは、スペシャリ

ストとゼネラリストの違い。プランナーはコメン

テーターとして自分の分野から意見を言ってもい

い。一方、コーデイネーターには沢山の意見をま

とめて、事業を前に進めることが求められる。

再開発を手掛けようとする者は、人のエゴをま

とめるのであるから、心理学、特に人の欲望につ

いて良く学んでおくといい。

再開発のコーディネーターはまちのドクターの

ようなもので、まちを健康な状態に持っていくのが

仕事。再開発は外科医のような仕事だが、時には

じっくり直す漢方的手法も必要となる。あまりい
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じりすぎて副作用が出ると失敗、ということもある。

〈講義はちょっとくらい聞き逃しても大丈夫?)

5日間、朝から夕方まで全て講義のみ、まさに詰め

込み教育といった感じで、結構きつい思いを Lた(上

級には2週間の養成講座もあるようだが)。講義内容

を理解した、覚えた、というところまではとても到

達せず、最後に試験などなかっただけでも助かった。

Lかし講師が毎時間変わり、各々再開発の全体像

に一通り触れてからその時間の講義内容に入ってい

くという場合が多かったため、持開発の大体の姿は

分かったように思う o また各講義の内容が縦軸横軸

で絡み合っており、ひとつの話を開き逃す、あるい

は現解できなかったとしても、他の講義でカバーで

きる部分が多かった。

あとはもらった薫い資料をもう一度めくって復宵

Lておく時間が 必 要 だ 。 ( 伊 藤 聡)

私の近況

随電車の中の風景 1

~おじさんは注意し、無視された~

福岡の地下鉄の中での風景である。電車の入り口

付近で女子高校生が4~5 人で輪を作って、ょくしゃ

べり、高笑いが車内に響き、少し車内の雰囲気をい

らだたせていたように感じられた。この時である。女

子高校生たちの斜め前に座っていた 60過ぎのおじさ

んが「うるさい。静かにせんか!Jと叫んだのであ

る。しかし、女子高校生たちは 瞬口を閉じたかの

ように見えたが、無視してまた Lゃべり始めたでは

ないか。また、おじさんは叫んだ。また、女子高校

生たちは一瞬の静寂のあと、しゃべり始めるのであ

12 

る。あとおじさんはあきらめ、苦々しい視線を女子

高校生に投げかけていた。

ひと昔前であれば、おじさんから怒られることは

本当に恐いことであり、余程理不尽なことでない限

りは却座に言うことを聞いていたように思う。今の

ご時世には「恐いおじさんjはいなくなった(無視

される)のか、あるいは聞き分けの良い高校生など

はいなくなったのかわからない治人とにかく者日会の

人間関係の希薄さを感じた一日であったo

(山田龍雄)

図電車の中の風景2

~おじさんは注意し、喧嘩が始まった~

先日東京に行ったとき(再開発基礎講座で)、新宿

から中央線の電車に乗った。それほど乗客は多くな

く数人が立っている程度の電車で、私はドアのそば

に外向きに立った。ドアが防まる直前、後ろの方か

ら若者(私と同じくらい、 25歳前後)が私の前のド

アの外、つまりホームの上に空き缶を置いて、すか

さず席へ戻った。あっ、と思ったときにはドアが閉

まり電車が動き出した。何かもやもやしたものを感

じていると、後ろに立っていた 40過ぎくらいのおじ

さんが「危ないだろう!Jと注意した。すると先程

の若者はおじさんに「何を僕に文句言ってるんです

か、おじさんだからっていい気になるなよj といっ

た風に突っかかってきて言い争いが始まり、電車は

険悪ムードが漂った。理不尽な喧嘩が始まったなあ、

いやだなあ、と思っていると、 1人の若者がやってき

たo なだめるかと思えば、「僕の連れに何をするん

だ!J なんなんだこいつらは。

“このままでは収集がつかん、しかも周りはみんな

傍観者か、ええいっ"と私は振り向いて若者の肩を

叩いた。「俺はおじさんの方が正しいと思うよjこれ
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が気合いをいれて何とか出てきた言葉だったo 若者

の反応は意外と拍子抜けで「あ、そうですか、すい

ません。Jしかしそのあとが気に食わない。「それじ

ゃ多数決ということで。j

とりあえず喧嘩は一段落し、タイミングのいいこ

とにまもなく電車は私の乗り換える駅に着いた。私

は「じゃあj とそこで降りたが、おじさんと若者は

そのあと どうなっただろう。(伊藤 聡)

掴大牟田市で「うらしま太郎j研修会開催

去る 5月14日、大牟回

市役所で、 WAC単位ク

ラブ「長寿社会のまちづ

くり研究会jの初めての

企閥・実施により、高齢

者疑似体験プログラム

「うらしま太郎j研修会

を千子いました。

今回は、大牟田市の建築士会、市役所の建築担当、

福祉担当、保健婦さんを対象とした研修会で、これ

までの健康まつり等のイベント形式ではなく、最初

に老化についての講義を 30分行い、その後3人→組

になって、疑似高齢者とそれを介助する人に分けて

体験を行う、というやり方で進めました。

市役所を活用した体験プログラムということで、住

民票申請用紙に記入してもらったり、役所内の案内

版をみるなと、高齢者の立場での使いやすきを感じ

てもらいました。

住民票については、記入欄が狭く書きづらい、記

入欄の文字が小きく読みづらい、案内版は、ベース

と文字の色をメリハリのあるものにした方がいいの

では企いかという意見が出ていたほか、視覚、聴覚

の老化再現により、理解力が鈍く在ったように感じ

吉んきょヨ

る、新聞を読むのが面倒くさく感じるなど、心理的

な面の変化もあげられており、体験した人は百聞は

一見に Lかずといった感じで、高齢者の不便さを実

感されているようで Lた。

介助についても、自分のベースではなく、高齢者

の動作イメージを常に頭に描いておくことが必婆、介

助者がいると安心感があるなど、高齢者を体験する

ことにより、介助する側の役割についても考える機

会となったようです。

今後も、住みよいまちっくり、高齢者理解のため、

「うらしま太郎」研修会の企岡実施を行っていきた

いと思っています。(歌丸星子)

圏能古島の空の下で鶏が元気に走っていた

能古島へ渡り、 EM技術を導入している養鶏農家を

見学した。 EMとはrEffective (有能な)J rMicro 
organisms 微生物群)Jの頭文字をとった造語で、

「有用微生物群jの略である。

側プラネットアースの藤本英輝さんに話を伺った。

自家製造のエサに EMを混ぜて鶏に与える、 EMを堆

肥として取り込みながら育った雑草を鶏に与えると、

鶏の悪臭が消え、鶏のストレスが解消され健康な鶏

となり、鶏卵の品質が向上するのだという。出来す

私達より健康?元気なにわとり
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ぎた話のようだが、土に与えられる堆肥の正体は生

ゴミで、生ゴミ(コンピニエンスストアの賞味期限

切れの弁当)と EMが姿を変えて良質な有機肥料とな

ったのである。

通りの両側にいるざっと 1，700羽の鶏たちはほぼ

完壁に近い無臭の状態で生活していた。その鶏たち

の熱い視線を強烈に感じ、少々気恥ずかしい想いを

しながらの見学会だった。

「地球を救う大変革J(平成6年 8月1日、社団法人

日本緑十字社発行)を読むと、悪臭の除去、生ゴミ

の堆肥化だけでなく、徹の抑制、汚水の浄化をもや

ってのけ、地球に数十烏をももたら Lてくれる EMの

頼もしさに 層心を動かされる o 伊藤加奈 )

誌
一

一
門
口
一

一
場
一

食

. 4月×日 都市開発研究所の平揮さんに「黄金柑j

を送っていただきました。このちょっと小ぶりのき

れいなレモン色をした黄金柑は、沼津市の西浦地区

の特産で、全国でもこの地区でだけ、それも少しし

か収穫できないとのことで、まさに「黄金jのよう。

ナイフを入れると爽やかな香りが広がり、なんとも

言 えないいい気分でした。(と)

・5月×日 小雨の中、能古島の「風庵」に食事に

小高い丘の上に
ある"風庵"船か
らも見えま Lた

14 

行きました。 2階にあがると、ガラスの戸の向こうに

はドームや福岡タワーがちょうど正面に見え、とて

もいい跳めです。まわりの緑もすがすがしく、ゆっ

たりとした気持ちになれましたo いい景色と心のこ

もったおもてなしにくつろいでしまい、すっかり長

居をしてしまいました。(け)

「風庵j連絡先:水谷さん 092-891-5637

6月×日 パーテイに

も登場した長崎県下県郡

厳原町のいかすみ煎餅は

対馬の空港で見つけたも

の。バナナチップキえぴ

煎餅などは、数十枚で一

袋として売られているも

のと，思っていた古人こ j礼

は2枚で一袋の煎餅が-7'Uに箱に入っていて、上品だ

なあと思って買った。味はえぴ煎餅のようだが、一

瞬確かにいかすみの香りにつつまれる o 真っ黒な煎

餅にうっとり LてLまう。(な)

“ワンポイント a ナウ"をつくりました

前回の江②③に加え、今回新たに笹⑤をつくりま L
た。ご希望の方はご連絡ください。

①失敗し立いための 13セヲj計画論

②公共賃貸住宅総合再生計画(建替事業のマス

タ プランに係わる事項)策定計画の視点

③市町村の将来フレーム設定手法について

④地域づくりのための産業政策

⑥“モモの村"構想
高齢者・障害者施設を、ファクトリーパーク等の
組み合わせによって地域産業・先端技術のモデル
として考える
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“よかネット ノ守ーテ

イ"の翌日、ある先生

の湯布院の別荘「枕流

亭」へ4人で出かけた

(当初は5人の予定だっ

たが、一人2日酔でダウ

ン)。食べることと温泉

に入ることを目的とし
花てぼ弁当

た旅だった。初日の昼飯は、湯布院へ行く途中、日

田の大原神社の裏手にある「大はら茶屋jで花てほ

弁当をいただいた。柄のついた竹鎮の中に、山菜や

川魚、山芋などが入った料理で、最初からすっかり

いい気分になった。緑の中にひっそりとたたずむ枕

流亭に着き、さっそく温泉に入りお腹を空かせた後、

亀の井別荘内の「湯の岳庵」での夕食に向かった。大

分のi酉「西の関Jを飲みながら、山菜鍋、地烏の鋤

焼きで満腹になったところへ、とどめは豊後牛ステー

キ、どれも大変美味しかったo 翌日は、上津江村の

民宿「小竹庵J(昭和4年に建てられた!日家をリニュー

アル Lて地元の奥さん達で運常)で、山女魚の塩焼

き、竹の子の酢味噌あえ、旬の野菜やてんぷら等々

を食べた。美味しい大根の漬物のせいか、良く晴れ

た天気のせいか、豆ごはんを 3杯もおかわりして Lま

った。枕流亭は風情もあり、亀の井別荘のi晶泉に入

って、美味しいものを食べて、楽しい2日間だった。

最近、お腹回り、腰回りが気になるのは私だけだろ

うか。(歌丸星子)

げん，ぶノも .t-ょイ /800KS

r21世紀をめざす

世界の教育

一理念・制度ー実践j

権膝奥志夫編著

九州大学出版

当社と権膝先生の出会いは、アジアス九州(九州

北部学術研究都市構想)の最初の鴇査が始まった昭

和63年にさかのぼる。比較教育学という学問分野を

知ったのはその時であるが、覚えているのは、アジ

アの教育、その背景にある文化とか生活が、アジア

の各地域で相当に違うということであった。

先生の長年にわたる研究活動の中で、様々な地域

を訪問され、日本に限らず、アジア、世界の比較教

育学の研究者のネットワークは相当なものと聞いて

いる。

今回出版されたこの本は、先生の研究分野である

教育の世界的な潮流が集成されたものであり、民族

問題、異文化理解などの問題に関心のある人にとっ

ては、その国々、その地域々の教育制度を知ること

によって、人々の価値観、文化を少しでも知ること

ができるという意味でおもしろいであろう。

例えば、ヨーロッパ統合の基盤は、経済、財政な

どに限らず、教育訓練分野が重視されつつあり、そ

れは「ヨーロツパ共同体市民Jの教育のための「ヨー

ロッパ学校j という実績が背景にあると述べられて

いる。また、少数民族の危機感は、中央文化の波で

あり、寄らば大樹の蔭、主体性の喪失による民族の

否定的アイデンテイテイの出現であり、これを防ぐ



弓t

ための民族教育は、親や祖先から教えられたものの

中から、生き方の様式、人生の意義や生きがいを自

ら感じとること、文化の伝承が真の意味の民族教育

と述べられている。この他にも、韓国、タイ、イン

ドネシ了、中間などの国々の教育が紹介されている o

(山辺真一)

「おばあさんの

植物図鑑j

文 斉藤政 美

語り 椎葉クニ干

葦書房

日本人の[ふるさと通信jみたいな本である。た

とえばタラノキについては、「ダラはイゲダラ・ホン

ダラちゅうて、小さいうちは全部イゲダラ。それち

ゅうのが、小さいうちにはイゲ(トゲ)が生えんと

取って食われるから。私たちの背の高さまでは全部

イゲダラ。そして、大きくなって、ナタなんかで倒

さんといかんようなのがホンダラで、葉にもボク

(木)にもイゲがないんですよ。jと諮られている。

つまり、若葉のうちはトゲで保護しているが、大き

くなるとトゲがなくなるという。極めて当たり前の

ことなのだが、この話を椎葉クニ子さんから聞いて

いると、誰でも「この平凡で非凡な自然jに感動を

おぼえるに違いない。

この本は、読み始めたらトットトットと前へ進む

ように読み続ける o その興味の源泉は、椎葉さん夫

妻の山村の暮らしの視点から語られているからであ

16 

る。農業にとって役立つか、邪魔になるか、食べら

れるか、毒になるのか、薬になるのかなどと、植物

を通した一言一言の向こうに山村の風景が伺える。

また、椎葉さんのところへ行って、山菜料理をい

ただきながら、椎葉村の語りを聞きたいものである。

(糸乗貞喜)

編集後記

極今九州では「いじめjや校舎の破壊など、学校の

ことが新開をにぎわしています。それとは逆の話

を福島県の三春町で聞いてきま Lた。日本都市問

題会議のシンポジウムで行ったのですが、 Wfへ入っ

て第 香に感じたことは、役場は古びているが、他

の施設は全部すばら Lかったことです。中でも中

学校は、各学校ごとに違う建築家に設計してもらっ

て、すばらしいものが建っていました。子供たちに

学校を大切にする気持ちを持ってもらうためにも、

個性のない施設ではなく「地域の思いを込めたハー

ドも大切jと感じた次第。(い)
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